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ネパールの医療事情 を見聞 して













れて、濁流が暴走 している橋の上を渡 り、人家の影 も見
ずネパールの田舎 を延 々3時 間、私達はやっと難民キャ
ンプに着 くことができた。そして私達の車をみるなりど












行 うシステムがあ り、入が変わっても継続 して良いサー
ビスを提供できるようになっている。コン ドームもいつ







こは医療行為以外はsavethechildrenと い うNGOが 救
援活動を行ってお り、その為か小児関係は他 より充実 し
ているように思えた。
ネパールでは難民 キャンプの他、AMDA-Nepalの 病
院やカ トマン ドゥにあるJICA資 本で建てられた トリブ
バン大学病院、カンティ子供病院、障害者センター、プ
ライマリーの第一次医療にあたる保健所的役割のヘルス







ルでの識字率は約40%で あ り、ヘルスポス トの衛生教
育にも絵本様のものや、一目見て何が言いたいか分かる
ポスターが目立っていた。教育制度は整えられてきつつ
あるが、まだまだ数 も足 りない。また親の教育への意識
が低い為と家計が厳 しい為 に、子供を学校に行かせない
という現状もある。教育が普及 し、衛生的になるにはま
ず国家の経済安定がなによ りも先決であるように思え
た。ネパールはアジア最貧国といわれている。ス トリー
トチル ドレンなど問題を挙げればきりがない。 しかしそ
こには青い青い空が広がっていて、生きることに純粋な
人々の姿があった。 この空の澄んだ青 さは生涯私の胸に
残るだろう。ネパールには眼科疾患が多 く、この青い空
を見れない人がたくさんいるということはなんて残念な
ことだろうと私は深 く思う。
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